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「台湾産茶が日本に入りやすかった理由
①戦前から密接な関係にあり、業界人相互の顔見知りが多かったこと。

②台湾にとって輸出経費（輸送費等）が安い。

③日本から技術指導が手軽に受けられる。

④日本より茶生産諸経費が安く、有利な販売ができる。 （静岡県茶流通資料より）

台湾からの緑茶輸入

年次 数量（t） 金額（百万円）

昭和 年
（ ）
昭和 年
（ ）
平成 年
（ ）
平成 年
（ ）

平成 年
（ ）

資料：財務省通関統計

荒茶（緑茶）生産量（t）

年次 静岡県 鹿児島県
昭和 年
（ ）
昭和 年
（ ）
平成 年
（ ）
平成 年
（ ）
平成 年
（ ）

資料：静岡地域センター

台湾茶の輸入が減少、消失に向かった原因
①日本緑茶に近い品質に変える（改善する）ことが出来なかった。

②日本国内の茶園造成が進み、緑茶生産量が激増した。

③日本国内の需給バランスが改善して、低価格茶が国産で得られるようになった。


